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【平成 26 年度全国学力・学習状況調査の結果を受けて】 

沖縄県 学力向上の背景に数学検定・算数検定実施 

数学検定・算数検定の合格率も上昇傾向 
 

 

公益財団法人日本数学検定協会（東京都台東区、理事長＝清水静海）は、この度、平成 26 年８月 25

日に文部科学省が公表した「平成 26 年度全国学力・学習状況調査」（以下、「全国学力テスト」）の結果

を受けて、当協会が実施している「実用数学技能検定」（後援＝文部科学省、以下「数学検定・算数検

定」）の実施状況との関係性について調査いたしました。なかでも、今回の全国学力テストにおいて、

過去の結果と比較して顕著な改善がみられる沖縄県に焦点をあて、数学検定・算数検定との関わりにつ

いてご報告いたします。 

 

沖縄県は、今回実施された全国学力テストにおいて、算数Ａ・Ｂ、数学Ａ・Ｂともに昨年の結果に比

べて平均正答率が上昇しています（【添付資料】図表１）。とくに、基礎的・基本的な知識・技能が身に

ついているかどうかをみる問題である算数Ａに関しては、全国平均を 2.8 ポイント上回る結果となりま

した。文部科学省は、この背景に、沖縄県の学力向上のための取り組みや指導状況が大きく影響してい

ると示唆しており、具体的には、「算数における補充的な学習・発展的な学習の強化」などをあげてい

ます。 

 

一方で、沖縄県における数学検定・算数検定の志願者数・実施校数は年々増加傾向にあり、合格者数

および合格率も上昇しつつあります（図表２－１～５－２）。実施校の特徴としては、「年に複数回実施

している学校が多い」ことがあげられます（図表６）。年に複数回実施することで、学習目標を設定し

て児童・生徒の学習意欲を持続させたり、指導者側も定期的に児童・生徒の学力定着を確認したりでき

るといった効果が期待できます。このように、沖縄県が学力向上のための取り組みの一環として、数学

検定・算数検定を活用していることがうかがえます。 

 

以上のことから、沖縄県では、学力向上のための取り組みの一環として数学検定・算数検定を活用す

ることで、「基礎基本の定着」「確かな学力の向上」「学習意欲の向上」など一定の学習効果があがり、

今回の全国学力テストの結果における学習状況の改善につながっていることが推察できます。 
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【実用数学技能検定について】 

 「実用数学技能検定」（後援＝文部科学省）は、数学・算数の実用的な技能（計算・作図・表現・測

定・整理・統計・証明）を測る検定で、公益財団法人日本数学検定協会が実施している全国レベルの実

力・絶対評価システムです。おもに、数学領域である１級から５級までを「数学検定」と呼び、算数領

域である６級から 11 級、かず・かたち検定までを「算数検定」と呼びます。第１回を実施した 1992 年

には 5,500 人だった受検者数は、2006 年以降は年間 30 万人を超え、実用数学技能検定を実施する学校

や教育機関も 15,000 団体を超えました。以来、累計受検者数は 400 万人を突破しており、いまや数学・

算数に関する検定のスタンダードとして進学・就職に必須の検定となっています。日本国内はもちろん、

フィリピンやカンボジア、インドネシアなどでも実施され（過去 5年間で延べ 20,000 人以上）、海外

でも高い評価を得ています。 
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【本件に関するお問い合わせ先】 

公益財団法人 日本数学検定協会 広報宣伝部 

T E L：03-5812-8342 

F A X：03-5812-8346 

E-mail：kouhou@su-gaku.net 

U R L：http://www.su-gaku.net/ 
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【添付資料】 
（図表１）沖縄県における全国学力テスト「算数Ａ・Ｂ」「数学Ａ・Ｂ」の平均正答率（全国平均との差）の推移 
 

 
 
 
 
（図表２）沖縄県における数学検定・算数検定志願者数の推移 
 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校種 平成23年度 平成24年度 平成25年度

小学校 924 1,050 1,105

中学校 5,469 5,728 5,441

小中一貫教育校 222 341 290

高等学校 772 716 801

中高一貫教育校 694 704 679

学習塾 1,725 2,178 2,387

大学・短期大学など 549 588 529

合計 10,355 11,305 11,232

（人） 
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（図表３－１）沖縄県の数学検定・算数検定実施校数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図表３－２）沖縄県の数学検定・算数検定実施校数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図表４）沖縄県における数学検定・算数検定合格者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校種 平成23年度 平成24年度 平成25年度

小学校 751 836 935

中学校 2,597 2,507 2,762

小中一貫教育校 103 212 181

高等学校 214 169 214

中高一貫教育校 406 343 358

学習塾 935 1,158 1,321

大学・短期大学など 316 287 272

合計 5,322 5,512 6,043

（人） 

校種 平成23年度 平成24年度 平成25年度

小学校 17 19 21

中学校 112 115 118

小中一貫教育校 7 10 9

高等学校 24 13 12

中高一貫教育校 12 13 12

学習塾 56 74 77

大学・短期大学ほか 1 1 1

合計 229 245 250

（校） 

（校） 
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（図表５－１）沖縄県における数学検定・算数検定合格率 ※合格率は欠席者を除いた人数で算出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図表５－２）沖縄県における数学検定・算数検定合格率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図表６）沖縄県の数学検定・算数検定の実施状況（平成 25 年４月～平成 26 年３月、小学校・中学校） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校種 平成23年度 平成24年度 平成25年度

小学校 85.6% 83.4% 89.0%

中学校 48.8% 44.9% 52.1%

小中一貫教育校 47.0% 62.9% 65.1%

高等学校 29.2% 24.3% 27.4%

中高一貫教育校 61.1% 50.2% 56.7%

学習塾 57.4% 56.2% 58.6%

大学・短期大学など 60.2% 51.3% 52.5%

合計 53.4% 50.5% 55.9%

校種 県内校数（校） 実施校数（校） 実施校数割合
年間申込回数
合計（回）

１校あたりの
年間実施回数（回）

小学校 274 21 7.7% 35 1.7

中学校 156 118 75.6% 325 2.8
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